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いっぱん質問

答　

上
下
水
道
課
長

　

下
水
熱
利
用
は
、下
水
の

持
つ
熱
を
給
湯
や
冷
暖
房
に

活
用
し
、都
市
の
省
エ
ネ
化
・

二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
図
る

も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、全
国
で
20
箇
所
の

地
域
で
下
水
熱
が
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、設
備
投
資
額
が

大
き
い
た
め
、大
規
模
施
設

で
な
け
れ
ば
、導
入
は
効
率

的
で
は
な
い
。
現
在
課
題
と

し
て
挙
げ
て
い
な
い
。

問　

就
学
援
助
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
は
。

① 

就
学
援
助
の
実
施
主
体

② 

就
学
援
助
の
対
象
者

③ 

補
助
の
概
要
及
び
対
象

品
目

④ 

国
の
補
助
率

答　

教
育
長

　

松
前
町
で
は
経
済
的
な
理

由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
就
学
援
助
を

行
っ
て
い
る
。

①　

実
施
主
体
は
松
前
町

②　

生
活
保
護
法
の
規
定
に

適
合
す
る
要
保
護
者
、松
前

町
が
要
保
護
者
に
準
ず
る
程

度
と
認
め
た
準
要
保
護
者
及

び
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
。

③　

概
要
は
、
要
保
護
者
に

つ
い
て
は
生
活
保
護
費
に
含

ま
れ
て
い
な
い
修
学
旅
行
費

を
全
額
援
助
。

　

準
要
保
護
者
及
び
特
別
支

援
学
級
の
保
護
者
は
、学
用

品
費
、
校
外
活
動
費
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
給

食
費
、修
学
旅
行
費
等
に
つ

い
て
限
度
額
は
あ
る
が
全
額

を
援
助
。

④　
「
国
の
補
助
率
」は

要
保
護
者
及
び
特
別
支
援
学

級
は
支
給
額
の
２
分
の
１
。

　

準
要
保
護
者
は
、現
在
国
庫

補
助
は
な
く
松
前
町
の
一
般
財

源
か
ら
の
支
出
に
な
っ
て
い
る
。

問　

学
用
品
費
等
の
支
給
を

就
学
前
に
実
施
で
き
な
い

か
。

　
（
愛
媛
県
下
の
町
で
は

ど
こ
も
実
施
さ
れ
て
な

い
。）

答　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困

難
な
小
中
学
生
の
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
に
つ
い
て
、

所
得
が
確
定
す
る
６
月
以
降

だ
っ
た
支
給
時
期
を
、
31
年

度
入
学
者
か
ら
２
～
３
月
に

早
め
る
方
向
で
検
討
す
る
。

町
の「
潜
在
能
力
」活
用
を　

ま
ち
づ
く
り
計
画
に

家
計
が
教
育
格
差
と
な
ら
な
い
た
め
の「
子
育
て
支
援
」

影岡　俊範　議員

意
見　

現
状
は
全
国
的

に
も
先
行
事
例
は
少
な

く
、
大
規
模
施
設
の
開
発

計
画
・
改
修
計
画
に
並
行

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
の
需
要
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
規
模
を
見
れ
ば
、

エ
ミ
フ
ル
松
前（
大
規
模

商
業
施
設
）が
あ
り
、当
庁

舎
関
連
施
設
・
中
学
校
が

隣
接
す
る
と
い
う
好
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
考
え

る
。

　

将
来
の
町
づ
く
り
計
画

に
、町
の
持
っ
て
い
る「
潜

在
能
力
」を
活
か
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

問　

平
成
26 

年
８
月
に
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
「
新
下

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
は
、
下
水
道
の
使
命
と

し
て
、「
水
・
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
量
的
・
質
的
に

健
全
に
循
環
さ
せ
る
社
会

の
構
築
に
貢
献
す
る
」
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
ひ
っ

迫
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の

変
化
か
ら
下
水
道
の
役
割

は
、排
除
・
処
理
と
い
う
基

本
的
役
割
を
持
続
し
つ
つ

も
、
低
炭
素
社
会
へ
の
貢

献
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
の
有
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
方
公
共
団
体
の
経
営
に

も
資
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
が
町
の
考
え
は
。


